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研究成果の概要（和文）：筋肉が発する電気信号から使用者の動きや意図を検知し機器に伝える筋電型マン・マ
シンインターフェースをより使い易くするため、本研究では筋電信号の検出精度を高めることと筋電検出系と一
体化できかつ表現力に富んだ感覚フィードバック機構の研究を行った。生物の感覚器に倣った独自の非線型筋電
検出技術に使用者や環境の状態に適応する機構をもたせることで安定した筋電検出を可能にした。また、複数の
小型偏心モーター振動子を干渉させるシンプルな方式で単体振動子では不可能な2.5 Hzという超低周波振動を生
成できることを示し、表現力の高い人工感覚デバイスのプロトタイプを実現した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a user-friendly man-machine interface (MMI) that
 can detect the user's motion and intention using surface electric myosignal (EMS). The newly 
developed MMI includes the reduction of the error in the EMS detection and a MMI-integrable 
vibration haptic feedback device with rich expression. The EMS detection error was reduced by a 
self-parameter optimization mechanism in our unique nonlinear EMS detection technique, which could 
make the system adaptive to the user and the environment. We also showed an artificial haptic device
 integrating two small vibration motors that could generate a super-low frequency vibration down to 
2.5 Hz by beating, which was two orders of magnitude smaller than that from single motor.

研究分野：半導体電子デバイス

キーワード： 筋電検出　非線形　感覚フィードバック
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、使用者の動きや意図を読み取る筋電検出に非線形工学を適用する独自手法により難点を克服する
新しい技術を創り出した。また、振動をとおして使用者に情報伝達する人工感覚の情報量を大幅に増やす方法を
開拓した。これらの成果は、直感的な操作を可能にする筋電型インターフェースの問題点を解決し「思い通り」
の操作体験を提供できるようするものであり、操作手順が煩雑な種々の機器を使いやすくする技術につながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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